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1.　はじめに
新学習指導要領では , 「主体的 ・対話的で深
い学びの実現に向けた授業改善」 について書
かれている。 特に , 教科の目標では , 「数学的
な見方 ・考え方を働かせ , 数学的活動を通して , 
数学的に考える資質 ・ 能力を次のとおり育成す
ることを目指す。」 とあり , 「見方 ・ 考え方」 とい
う文言が明記されている。 ここで , 「数学的な見
方 ・考え方」 とは , それぞれ 「事象を数量や図
形及びそれらの関係についての概念等に着目し
てその特徴や本質を捉えること」 , 「目的に応じ
て数 , 式 , 図 , 表 , グラフ等を活用しつつ , 論理
的に考え , 問題解決の過程を振り返るなどして既
習の知識及び技能を関連付けながら , 統合的 ・
発展的に考えること」 とそれぞれ説明されている。












本校の研究テーマである 「自立し , つながり , 
探求し , 創造する力の育成　〜 「やりくり」 のた






まず , 「主体的な学び」 を生み出すためには , 
生徒自身に自己選択させる場面をつくることが大
切だと考えた。 なぜそうなるのだろう , 自分で解
いてみたいと思うような問題が必要である。 また , 
問題に対して , 自分なりの予想をたて , それを確
めたり , 条件を変えて更に探求できるような場面
を設定することが必要であると考えた。
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ペアやグループ活動をするだけでないと考えて
いる。 自分の考えを持ち , それを他者に表現し , 
また , 他者の考えから学び , 相互に発展させて
いくことだと考えている。 まず , 自分自身で問題
を考え , 自分の考えをもつこと , それを他者にど
のような言葉 , ツールを使って , どのように表現
すれば伝わるのかを考える場面が必要である。
ここでいう他者とは , 級友だけでなく , 教師や資





考えたのは 「思考の言語化」 である。 解までの
道筋を自分の言葉で表現していくことで , 思考が
整理され , 深い自分との対話につながると考え
た。 自分の記述を通して , 考えを振り返り , 次の
学びにつなげたり , 他者の思考の記述から , そ
の内容を読み取るなどの活動にもつながると考
えた。
このような理由から , 「思考の言語化」 につい






「相似な図形」 の単元で , 面積比 ・ 体積比を
利用する活用の場面で行った。 カップラーメン
の容器のサイズを 4 種類用意する （ミニ , レギュ
ラー , ビッグ , キング）。 それぞれの容器を比較
し , ワークシートには , 表 1のように , ふたの直
径 , 必要なお湯の量などいくつかの値を示し , そ
の中のどんな値をどのような形で示すと , 相手に
お得であるということが伝わるのかを考えさせる活





考えを聞き , 自分の考えを深めたり , 修正したり
していく。 その後 , 全体で , いくつかの考えを取
り上げ発表させた。 図 1, 2は , 生徒のワークシー





3. 2. 関数 y = ax2 
「変化の割合の不思議を明らかにしよう」
2 乗に比例する関数の変化の割合について考
える場面で , 自分で疑問に思うことを追求し ,ワー
クシートにまとめて発表し合うという活動を取り入
れた。
2 年時に習う一次関数では , 変化の割合は一
定であったが , 2 乗に比例する関数では , 一定






を持ち , それを明らかにして , 人に伝えるために , 
試行錯誤しながらまとめる姿がみられた。 図 3で
示した生徒のワークシートでは , 1 つの式で x の
変化量を変化させることで , 変化の割合の規則
を予想し ,　その後 , 式の条件替え , 文字による
一般化という流れを自分で導くことができていた。
図 4では , xの変化量を固定し , 式による変化か
ら , 文字による一般化を導いていた。 図 5のよう




種　類 ミニ レギュラー ビッグ キング
値　段 100円 150 円 200円 230円



















生徒が , 式と式をつなぐ言葉など書き , 記述でき
るようになってきた。 それに伴い , 全体やグルー
プ活動で人に説明する際も , 以前は上手く説明
できず , 単語ばかりで説明していた子も , 数学用
語を使いながら , 自分の言葉で上手く説明できる










たので , 振り返りカードなどを用いて , 授業時間
の制約の中で行える活動を考える必要があると
感じた。  生徒の主体的 ・ 対話的な深い学びを
目指すためには , 生徒にとって身近で今の社会
や自然に応じた教材が必要であり , 探求したくな
るような発問 , 既習事項を活用して , 多様的な見
方 , 解法が考えられる内容であることが必要であ
る。 それを年間指導計画 , 単元指導計画におい
て , どの位置で実施するのが適しているのかを検
討していくことが必要であると感じた。 今回の取り















「y = x2 ＋□」　□の値が変わるときの変化
の割合は？
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